








要約:障害児に対するケアは、障害の多様性の故に必ずしも一様化されたものではない。

また、より効率のあるケアを行うとすれば、医療のみではなく、療育、福祉などと連携や

包括化をはからなければならない。しかし、地域によりその実状は異なることが予想され

る。どのような連携活動あるいは協力体制が行われれば、地域に即した障害児のケアに役

立つシステムが構築できるのかを、これまでに比較的うまく連携のとれている東京都内の

A区を対象として、その実態を明かにすると同時に問題点を考察した。


